
様式第１号

広島市防災行政無線屋内受信機貸与申請書

年　　月　　日　
広島市長
申請者（貸与を受ける世帯の世帯主）　　　　　　　　　　　　
氏名（フリガナ）　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）
郵便番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　広島市　　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　
小学校区　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　広島市防災行政無線屋内受信機の貸与を受けたいので、次のとおり申請内容に偽りがないことを宣誓し申請します。
　なお、私の世帯に係る住民基本台帳の情報を、世帯構成員の年齢把握等のため調査確認することを承諾します。
貸与対象・条件（１～６のいずれにも該当）
	１
	☐
	広島市内に住所を有し、居住している。

	２
	☐
	満６５歳以上の人だけの世帯である。

	３
	☐
	洪水(計画規模)、高潮（伊勢湾台風規模）、津波（津波災害警戒区域）の浸水想定区域内の２階以下に居住している。

	
	
	土砂災害警戒区域に居住している。

	４
	☐
	携帯電話、スマートフォン、タブレット端末を保有していない。

	
	☐
	携帯電話、スマートフォン、タブレット端末でメール機能などの利用が難しい。

	５
	☐
	地域の避難訓練等の防災活動に参加します。

	６
	☐
	防災に関するアンケート調査に協力します。


※　該当する□に✓を記入してください。項目４については、いずれか一つ記入してください。
添付書類一覧
	１
	☐
	「わが家の避難シート」等の防災行動計画


※　添付書類を確認し、□に✓を記入してください。
屋内受信機の受取方法
	１
	☐
	私が住んでいる区の区役所地域起こし推進課の窓口で受け取ります。

	２
	☐
	私の家に着払いで郵送してください。＊着払代金(約700円)は申請者のご負担となります。


※　項目１・２のいずれか希望する□に✓を記入してください。
 受付日：　　　　　年　　　月　　　日（※広島市記入欄）

 必ず裏面をお読みください。

 必ずお読みください。

〔屋内受信機の貸与にあたっての注意事項〕

１　貸与期間について
　○　屋内受信機の貸与期間は、貸与の決定日から３年を経過して最初に迎える３月３１日までです。
　○　貸与期間の経過後、引き続き貸与を希望する場合は、貸与期間の終了までに再度貸与申請をしていただく必要があります。

２　経費の負担について
　○　屋内受信機は、ご自宅のコンセントに電源を繋いで使用していただきますが、電気料金は申請者のご負担となります。
　○　停電時には電源をコンセントから乾電池に自動切換えする機能があるため、乾電池を入れて使用していただきますが、乾電池の交換費用は申請者のご負担となります。

３　屋内受信機の管理について
[bookmark: _GoBack]　○　屋内受信機が正常な状態を保つよう、適正に管理するとともに、分解・改造などは行わないでください。
　○　屋内受信機の貸与を受けた際は、他の方へ譲渡・転貸・売却等をしないでください。
　○　屋内受信機に異常が生じた場合は、速やかに区役所地域起こし推進課へご連絡ください。

４　屋内受信機の返却について
　○　次のいずれかに該当したときは、屋内受信機を返却いただく必要があります。
　　①　６５歳未満の方と同居することになったとき。
　　②　広島市外へ転居するとき。
　　③　土砂災害警戒区域、浸水想定区域の範囲外に転居するとき。
　　④　携帯電話、スマートフォン、タブレット端末で避難情報等の防災情報を入手することができるようになったとき。
　　⑤　屋内受信機が必要でなくなったとき。
　○　屋内受信機を返却するときは、区役所地域起こし推進課へ郵送（郵送料は申請者のご負担でお願いします。）またはご持参していただきます。

